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      No.118 2011 年３月 

（１） 第 6 回中部ジオ・テク塾開催を開催します 

このたび，(社)土木学会中部支部の出前講座を適用させていただき，公益社団法人地盤工学会 中部支部および中部

地質調査業協会のご後援を頂き，下記のように，第 6 回中部ジオ・テク塾 を開催することとなりました． 

東海地域にて活躍する建設技術者にとって，東海地域の建設事業に携わられてこられた先輩により，体験談・夢などを

伝承していただくとともに，自由に意見交換を行うことができるような塾を目指しています．また，各会員におかれまして

は，技術者教育の一環として御活用いただければ幸いです．年度末で大変お忙しいとは存じますが，皆様の多くの参加

をお待ち申し上げます． 

 今回は， 実際のプロジェクトを中心として，名古屋市におけ 

る下水道事業と街づくりについてご講演いただくなど，技術者 

に取りまして，絶好の機会と思いますので，万障お繰り合わせ 

の上でのご参加をお待ちしています． 

（講師の紹介とテーマ） 

＊講師：名古屋市上下水道局  

  技術本部計画部 下水道計画課長 小野田 吉恭 さま 

＊テーマ：「なごやの下水道」と「雨に強いまちづくり」 

（２） 頻発する災害情報にもご注目下さい． 

1)クライストチャーチ近郊で地震発生 

（2011年2月22日（日本時間22日午前8時51分）頃， M6.3） 

ニュージーランド南島のクライストチャーチ近郊を中心として，強

い地震（震源深さ：約 5km）が発生．地盤工学会調査団の安田進教

授（団長）によると，「クライストチャーチの地盤は土砂が厚く堆積し，

地下水の水位も高いため，液状化現象が起きやすいが，これだけ

顕著な液状化の被害は見たことがない．阪神大震災では主として

埋立地に液状化が顕著であったが，クライストチャーチほど広範囲

の液状化は世界的にも珍しい」と解説されています．また，2 月 28

日の NHK のクローズアップ現代では，安田先生がメジャーを用い

て，液状化で発生した砂の厚さを計測された際 50cm 程度を示して

いました．この状況は図-1 でも理解できると思います． 

当地域では昨年の 9 月にも近傍で大きな地震が発生しており，東

海地域に住んでいる私達には1944年12月の東南海地震，1945年

1 月の三河地震と連続した大地震が発生していることから，今後公

表される調査結果に注目していくとともに，まだ日本人 28 名の安否

も不明であり，1 日も早い救出を祈念しています． 

2)新燃岳の火山噴火 

2011 年1 月19 日の小規模噴火以来活発な火山活動を続けてい

る新燃岳からも目を離せない．「霧島火山地質図」によれば，霧島

火山とは九州南部，鹿児島・宮崎両県の県境付近に位置する第四

紀の火山群の総称である．最高峰の韓国岳（からくにだけ）をはじ

め，高千穂峰など，20 あまりの火山がある．新燃岳はその中でも活

動的な火山のひとつとされる（東京大学地震研究所）． 

各種の情報が満載されている下記の HP も検索してみて下さい． 

（http://outreach.eri.u-tokyo.ac.jp/eqvolc/201101_shinmoe/#material） 

 

図-1 液状化により発生した砂で埋まった道路 

(引用元：http://www.asahi.com/special/newzealand/images/ 

TKY201102250229.jpg) 

（開催概要） 

①開催日時：平成 23 年 3 月 16 日（水） 18：30～20：30 

②開催場所：ウインクあいち会議室 1208 号室 

（TEL:052-571-6131） 

③開催住所：愛知県名古屋市中村区名駅 4 丁目 4-38 

④参加費：1,000 円（当日収集いたします） 

⑤定 員：45 名（先着順）  （お席にまだ余裕があります） 

⑥CPD ：2.0 h（予定） 

 
図-2  新燃岳の火口（H22 年2 月4 日） 

火口に溜まった溶岩の周りからは時折青白い火山ガスがまんべ

んなく出ている．このような，火口に溜まった溶岩の脇から青白い

ガスが一斉に出る現象は浅間山の 2004 年噴火でも見られた．   

（引用元：東京大学地震研究所 （撮影：中田節也）） 

１．最近のニュース 
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2. ゼネコンの研究室紹介-No.3   大成建設株式会社技術センター 

末岡 徹      堀越研一 

  

最先端の研究・技術開発を通しての現業・学術・社会への貢献 
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